
社会医療法人 祐愛会織田病院織田良正
第2回 日本在宅療養支援病院連絡協議会研究会（2024.12.22）
「かかりつけ医機能報告制度の開始と２０２４年度同時改定後の対応」

これからの病院-介護施設連携
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シンポジウム「介護施設との連携：現状と課題」



急性期 111床

医師数 34名 新規入院患者数 3256人/年

在院日数 12.0日 病床利用率 92.2％

（病床稼働率 100.7％）
（R5年度 当院データ）

2004年 開放型（病床）病院（登録医50名）

2006年 DPC対象病院

2010年 在宅療養支援病院（強化型) 

2017年 看護師特定行為研修施設

2021年 新型コロナ重点医療機関

2022年 協力型初期臨床研修病院

2023年 佐賀大学医学部附属病院

地域総合診療センター開設

2025年 基幹型初期臨床研修病院
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当院資料



・地域包括ケア病棟
・回復期リハビリ病棟
・医療療養病棟

急性期病院

高度急性期

・介護三施設
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高齢患者数の増加。
→ 自宅へ戻る患者も増加。
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Agenda

3. 課題と今後の展望

1. 介護施設との連携 ➀（法人内）

2. 介護施設との連携 ➁（地域）



祐愛会高島病院
（172床：慢性期＋介護医療院）
・介護老人保健施設（80床）
・グループホーム2U（18床）

ゆうあいビレッジ
・介護老人保健施設（80床）
・特定施設（28床）
・グループホーム3U（27床）
・小規模多機能２U
・ヘルパーステーション
・デイケア他

祐愛会織田病院
（111床：急性期）
・訪問看護ステーション
・居宅介護支援事業所

認知症デイサービス５U



介護施設：ゆうあいビレッジ（8,000坪）
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2020年2月 4月 12月5月

発熱外来

オンライン診療

AI問診 ホテル療養者オンライン診療

2022年1月

スマートベッドシステム（在宅）

2021年3月

ワクチン接種開始

11月 11月

仮設棟完成
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自宅療養者オンライン診療

地域救急の強化 新型コロナ診療
の強化

新型コロナ受入

院内PCR開始



新型コロナウイルス感染症に関する診療対応実績 （2024年1月31日まで）

・ 新型コロナ患者総入院件数 583件

・ PCR検査件数（発熱外来＋入院患者） 15,745件

・ 一般患者オンライン診療件数 7,484件

・ 新型コロナ自宅療養患者対面診療 139件

・ 新型コロナ宿泊施設/自宅療養患者遠隔診療 291件

・ ワクチン接種 21,438回

・ 佐賀県感染対策専門家チームとして

クラスター施設への派遣 24施設



オンライン診療（2020年4月～2024年1月） 7484件
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地域完結型の医療提供体制

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001276177.pdf



睡眠

覚醒

離床

スタッフステーションに
眠りスキャンの画面が
ディスプレイで表示

カンファレンスやスタッフ間での情報共有・データをもとに多職種でケア方法を検討

看護師 介護士
「安診ネット」（芙蓉開発株式会社）での AIスクリーニング



医療連携（登録医：かかりつけ医） 介護、福祉連携

行政（保健所、地域包括支援センター） 在宅

・二人主治医制 ・緊急時のバックアップ ・風通しの良い連携 ・緊急時のバックアップ

・多職種協働でのケア ・デジタル技術の活用・ プロジェクトM（行政と医療の連携組織）・人材交流

在宅療養支援病院


